
採れたての農産物を消費者に（富士市）
お名前 まっするふぁーむ

仲村 翔太さん（29歳）

就農した時期 2023年８月（就農２年目）

栽培品目 みかん、トウモロコシ、さつまいも、
落花生 など

栽培面積 80a

販路 JA、インターネット、SNSによる販売

働き手 本人

R６.11.13訪問

◼ 就農したきっかけ
大学卒業後に就職したJA関係の仕事を退職したのち、オーストラリアでワーキングホリデーを経験しました。帰国後は、元々外でする仕事が好き
だったので、以前アルバイトでお世話になったみかん農家の下で、令和３年２月から２年６ヵ月間の研修を受け、令和５年８月に就農しました。

◼ 活用した支援策等
「新規就農者育成総合対策事業」の「就農準備資金」と「経営開始資金」を活用しました。

◼ 工夫していること
農作業を自分一人で行っていることから、トウモロコシ、落花生、さつまいも、みかん等、季節によって栽培・収穫作業が重ならないよう工夫し
ています。また、できるだけ採れたての農産物を消費者のみなさんに届けられるように、インターネットとSNSを活用した直接販売に積極的に取
り組んでいます。購入していただいた方々の口コミは、さらなる顧客の増加に繋がっています。

◼ 今後取り組みたいこと
「仲村さんの畑で採れたものが、富士市内で一番おいしい！」とみなさんに言ってもらえるような、富士市を代表する農家になりたいです。

（写真：ご本人提供）
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